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あらまし 近年、パーソナルコンピュータを始め、スマートフォンやタブレットなどの携帯型情報端末の普及により、
Webサイトの閲覧は様々なデバイスで行われるようになってきた。そうした背景の下、デバイスの特性に対して動的
に適合するWebページデザイン（レスポンシブWebデザイン）が主流になってきた。レスポンシブWebデザイン
では、閲覧するデバイスの特性に合わせて、ユーザが閲覧しやすいデザインで表示がなされる。しかし、同一のWeb

ページに対して、ユーザの閲覧意図は様々であり、閲覧意図に適したデザインが存在するにもかかわらず、ユーザの
閲覧意図に基づいたレスポンシブなWebデザインを提供する機構は存在しない。例えば、ユーザが、現在のページか
ら他のページに移動したいと考えている場合、意図しているページに移動する為のアンカーテキストを探す必要があ
る。具体的には、電機メーカーのページを閲覧する状況で、ユーザがページ Aでナビゲーションメニューの「会社概
要」、「製品一覧」、「お問い合わせ」の順に並んでいる中から、「製品一覧」を選択した場合、ユーザは製品について興
味があり比較している、という推定ができる。このとき、別のページ Bのナビゲーションメニューでも「製品一覧」
を優先的に左側に表示するような最適化を動的に行うことで、ユーザは目的の情報に移動する為のリンクを効率的に
発見できることが期待できる。本研究では、このような、ユーザの意図を反映し、ユーザの意図に対してレスポンシ
ブなWebページの最適化を行う機構を実現するための基礎的な検討を行う。
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1. は じ め に

現在、人々が情報を知りたいとき、Webページを利用するこ
とが多い。Webページは、書籍等の従来型のメディアに比べる
と、インターネットを利用できれば、容易かつ効率的に情報を取
得できる。Webでは、HTML(Hypertext Markup Language)

を用いることで、人々は簡単にWebページを制作し、公開で
きるため、Web 上には利用可能な膨大な情報が存在するよう
になった。そうした中で、膨大な情報の中から、ユーザが必要
とする情報を効率的に取得することが困難になっている。ユー
ザがWebページにアクセスする際は、何か特定の情報を得た
い、という意図が存在することが多い。本研究では、ユーザが
Webページにアクセスした意図を、Webページ閲覧の振る舞
いから推定し、ユーザが求める情報を効率よく取得するための
支援を行うことを目標とする。つまり、ユーザの意図に基づい
て、ユーザにとって利用しやすく、かつ効率的なWebページ
閲覧ができるようにするための手法の開発を目指す。
一方、近年、パーソナルコンピュータ、スマートフォン、タブ

レット型 PC、TV等、Webページを閲覧するのためのデバイ
スが多様化している。画面のサイズや解像度がデバイスによっ
て異なることはもちろん、スマートフォンやタブレットなどの
デバイスではタッチパネル、パーソナルコンピュータであれば
マウスやトラックパッドのようなインタフェースを用いるため、
デバイスによって操作や表示の仕方が大きく異なっている。こ
うした状況の下で、全てのデバイスで同じようにWebページ

を表示すると、ユーザビリティが低下する状況が発生する可能
性がある。そのような場合には、ユーザは求める情報を効率良
く得ることができない。
このような問題に対処するために、近年、レスポンシブWeb

デザインが注目されている。レスポンシブWebデザインでは、
表示するデバイスの幅に合わせてコンテンツ自体の幅や文字の
サイズを動的に変更したり、種類に合わせて表示を変えたりな
ど、ダバイスの特性にあわせた適切な表示を自動的に行う。
しかし、現在のレスポンシブWebデザインは、あくまでも

デバイスに合わせて表示を最適化するものであるため、いわば、
デバイスに対するレスポンシブ性を提供しているだけに過ぎな
い。したがって、Webページにアクセスしたユーザの意図が異
なっていたとしても、同一のWebページが提示される。ユー
ザは共通のページに対して様々な意図を持ってアクセスしてい
ると考えられるが、ページ内のコンテンツはユーザの意図を考
慮していない。すなわち、現在のレスポンシブWebデザイン
ではあくまでもデバイスに応じて最適化を行っているため、個
人の閲覧意図に対してはレスポンシブではなく、このような問
題には対処できない。
上記の問題を解決するために、本研究では、ユーザのWeb

ページの閲覧履歴から閲覧意図を推定し、それに応じてWeb

ページを最適化することを目的とする。Webページの最適化に
は様々な手法が考えられるが、本論文では、最も一般的で代表
的な例として、リンクナビゲーション最適化手法の提案を行い、
評価実験によって有用性を評価する。また、結果に基づいて本



手法の問題点や具体的なシステムの実装について検討する。

2. 関 連 研 究

Webページ閲覧の支援として、重要だと判断された単語をハ
イライトして表示することは一般的な手法である。この手法は
Google Quick Scrol [1]という Google chrome の拡張機能でも
用いられている手法である。この手法では入力した検索キー
ワードを閲覧意図としており、そのキーワードが出現する位置
に自動スクロールし、ハイライト表示することでWebページ閲
覧の効率を高めた機能だといえる。しかし、この機能ではキー
ワードが正しいことが前提となっており、曖昧なキーワードで
しか検索できなかった場合、不十分な結果が得られてしまう可
能性が高い。
また、横尾ら [2]は、検索キーワードの類語や同義語をペー

ジ内から探し出し、表示する手法を提案している。これは検索
キーワードに対して類語、同義語をオンライン辞書から取得
し、いずれかの単語が含まれる箇所を重要箇所とするものであ
る。この手法では、類語、同義語も考慮に入れているため、曖
昧なキーワードやコンテクストにあった箇所が探し出せるとこ
ろにメリットがある。本研究では、Web ページの閲覧履歴か
らユーザにとって重要だと思われる情報を取得することによっ
て、ユーザのWebページ閲覧を支援することを目的にしてい
る点で、この研究とは異なる。
ユーザの目的であるWebページ上の情報の発見支援を行う

システムとして、PopoutPrism [3] や ScoutView [4] が挙げら
れる。
PopoutPrismでは、Webページをページ全体のサムネイル

画像と通常のページと分割した上で、キーワードを強調して表
示することでユーザが求める情報が記載されている箇所の発見
を支援する。更に、サムネイル画像をダブルクリックすること
でその箇所までスクロールするため、閲覧行動の支援も行う。
ScoutView は、PopoutPrism の機能を拡張したもので、マ

ウスカーソルをサムネイルに合わせるとその箇所が拡大され
る。ユーザはページ内でキーワード検索を行うと、スクロール
することなく、どの箇所に目的の情報が書かれているかを確認
出来る。
本研究では、これら研究と異なり、ユーザは通常の閲覧行動

を繰り返すだけでユーザの意図を推定し、目的の情報を発見す
る支援を行うことを目指す。
閲覧行動からユーザの意図を推定する手法として、顔ら [5]

はユーザのスマートフォンでのオンラインショッピングサイト
に対する振る舞いから購買意図を読み取り、最適化する研究を
行っている。閲覧時間やスワイプ速度からユーザが興味のある
商品を推定し、未読部分をユーザにとってより興味のある商品
の順に並び替えるというものである。この研究ではオンライン
ショッピングサイトに対して意図の推定と最適化を目指してい
る点と本研究では操作の振る舞いについては考慮しないという
２点が、本研究とは異なる。
本手法では閲覧履歴から意図推定を行うが、木本ら [6]はブラ

ウザ操作履歴に基づいたWebサイト改善ツールを提案してい

る。このツールでは、ユーザがブラウジングした際の操作ログ
を記録し、行動に合わせた最適化を行う。例えば、多くのユー
ザが検索するキーワードにはあらかじめ注釈をつけたり、よく
印刷されるページには印刷ボタンをつけることで閲覧行動の支
援を行う。これにより、ユーザのWeb ページ閲覧の効率は良
くなると考えられる。しかし、本研究とは履歴を用いたWeb

ページ閲覧支援という点では類似するが、本研究は個人単位で
閲覧意図を推定し、閲覧意図をもとにWebページを最適化す
ることを目指すため、本研究とは異なる。
以上を踏まえ、本研究ではユーザはこれまでとは違う操作を

せず、ただ複数のWebページを閲覧をしているだけでユーザ
の意図を推定し、目的のWebページまでアクセスの支援がで
きるようになるような手法を提案する。

3. アプローチ

本研究では、対象とする状況として、ユーザが複数のサイト
から同一テーマのものを比較するという状況を想定する。ユー
ザの閲覧履歴を基に何を閲覧しようとしているか（閲覧意図）
を推定し、ユーザの意図に適したページ構成に最適化する。し
かし、ページ内のコンテンツのレイアウトを大幅に変更してし
まうとユーザの混乱を招いてしまうため、本研究では、最適化
を同レベルの要素間での並び替えによって行う。HTML で作
成されたWebページは入れ子構造をしているため、並列する
要素は同じ階層に記述される。そのため、並び替え自体は容易
に行うことができ、レイアウトを大きく変えることもない。今
回は同一階層に記述され、ページの閲覧を行う中で非常に重要
な役割を果たすであろうと考えられるグローバルナビゲーショ
ンのリンク配置の並び替えを行う。
ユーザは図 1 のように、Web ページをブラウジングをする

際、左上から右上に向かって閲覧した後、また左側に視点を戻
し、下に向かって進むというのが基本的な行動 [7] であるため、
ユーザの閲覧意図に近いコンテンツのリンクを目につきやすい
左上に配置し直すことによって効率的なブラウジングが可能に
なると考える。

4. 提 案 手 法

提案手法の概略を説明する。提案手法では以下の流れで処理
を行う。

1. ユーザの閲覧履歴から閲覧意図を推定する
2. Webページの構造分析を行う
3. 閲覧意図に応じて最適化を行い、ユーザに提示する

ユーザのWebページの閲覧履歴をもとに閲覧意図ベクトルを
作成し、次に閲覧する可能性があるページとの相関を計算し、
相関が高いページのアンカーリンクを優先的に目に入る位置に
再配置する。
以上のような大まかな処理の流れについて、以下で詳しく説

明する。

5. 閲覧履歴を用いた意図推定

本研究では、ユーザがWebページを閲覧した履歴を利用し



図 1 ユーザのWeb ページ閲覧時の視線の動かし方

て、ユーザがどのような意図を持ってWebページを閲覧して
いるのか推定する。本研究では、意図推定を行うための手法を
２つ提案し、実験を通して比較、考察を行う。
5. 1 手 法 １
まず、ユーザの閲覧意図の推定し閲覧意図ベクトルを作成す

るアルゴリズムについて説明する。
意図の推定には直前に閲覧したWebページの内容を使用す

る。これは、本研究で想定している状況が、ユーザが複数のサ
イトから同一テーマのものを比較するという状況であるため、
直近に閲覧したページの方がより意図が反映されたページを閲
覧していると考えられるためである。
閲覧履歴の各ページから HTMLを取得し、形態素解析を行

う。本研究ではテキストデータのみを使用し、扱う品詞を名詞
のみとする。
ページ毎に抽出した名詞に対して、を TF-IDF法 [8]を用い

て重み付けする (1)。さらに求めた TF-IDF値を単語毎に合計
し、ページ数で割ることでユーザーが閲覧したページに含まれ
る単語の重みの重心を求める (2)。この重心をユーザの閲覧意
図を表す特徴ベクトルとする。

tfidf(t, d) =
nt,d∑
s∈d

ns,d
· log N

df(t)
+ 1 (1)

Vi =

∑
tfidfi

N
(2)

ここで、nt,d は特定の単語が１ページに出現した単語数、∑
s∈d

ns,d は１ページの総単語数、N はユーザが閲覧した総
ページ数、dfは対象となる単語が出現したページ総数をそれぞ
れ表す。

5. 1. 1 例
実際に、閲覧履歴を利用し、意図を抽出した例を示す。著者

の一名が情報系の大学院について閲覧し、閲覧意図を表す特徴
ベクトルを構成した例を示す。スタートは各大学のトップペー
ジからとした。ブラウザから閲覧したページの履歴を取得し、
5.のアルゴリズムに基づいて計算した。総ページ数は 41ペー
ジで名詞は 2299語抽出できた。
表 2 に抽出された TF-IDF値が大きい名詞上位 23件とその

TF-IDF値を示す。

表 1 閲覧意図を表す特徴ベクトルの上位 23 件
抽出された単語（名詞） TF-IDF 値 (小数点 3 桁以下四捨五入)

芸術 0.32

ここ 0.27

研究 0.23

情報 0.17

特 0.15

メニュー 0.15

学府 0.12

専攻 0.13

論 0.12

記事 0.12

工 0.11

選択 0.11

大学院 0.09

科 0.09

工学 0.09

工学部 0.09

デザイン 0.08

学科 0.07

教育 0.07

学 0.07

科学 0.07

学部 0.07

設計 0.07

以上の結果より、抽出した TFIDF値が大きい名詞群の中に
「研究」や、「学府」、「専攻」といった相関があると考えられる
名詞が数件確認できた。よってこのアルゴリズムで作成した閲
覧意図ベクトルはある程度の妥当性があると判断できる。
5. 2 手 法 ２
手法１では、閲覧履歴から各ページ毎の単語についてTF-IDF

値を計算し、それをもとに閲覧意図ベクトルを作成した。しか
し、１つのサイト内でしか用いられない単語があると、その単
語の値が大きくなりやすいということが考えられる。例えば、
ユーザが複数の電機メーカーのページを閲覧する時、ユーザに
とって各メーカー名は既にそのメーカーのWebページを閲覧し
ているため、重要ではない。しかし、サイト内では頻繁に用い
られ、サイト外では基本的には記述されない。これは TF-IDF

値を用いる上で不適切な結果を生じさせる可能性がある。そ
こで、サイト単位での単語を考慮し、対応付けを行うことを考
える。
手法１では、ベクトルの定義を TF-IDF値をもとに行った。



しかし、実験で算出された閲覧意図ベクトルの上位にメーカー
名が含まれていた。本実験においては３つのメーカーのサイト
のみを閲覧する状況設定であったため、ユーザの閲覧意図とし
ては不適切だと考えられる。そこで、サイト内でよくつかわれ
ている単語の重みを小さくし、かつ異なるサイトに共通に利用
されている単語については重み付けを行う手法を提案する。
TF-IDF 法では、TF ( Term Frequency ) と、文書集合に

おける単語を含む文書の出現頻度を表す DF ( Document Fre-

quency ) を利用する。本研究では、サイト内でよく用いられ
ている単語の重みを小さくするために、DF の代わりに PF (

Page Frequency ) を定義する。これは「サイト内のページに
対する出現頻度」を意味する。さらに、複数サイトをまたいで
よく出てくる単語はユーザの興味に近いと考えられるため、SF

( Site Frequency ) を定義する。SFは、その単語がいくつのサ
イトに含まれているかを指し示す値である。これらの値を用い
て単語に対する閲覧意図ベクトルの値を以下の式で定義する。
P はサイト内での総ページ数を示している。この演算を全て
の単語毎に行い、ユーザの閲覧意図ベクトルを生成する。これ
を従来の TF-IDF法にならって TF-IPF-SF法 (3)とする。こ
こで、tf(w, p)は単語 w のページ pにおける出現頻度を表し、
pf(w)は単語 w を含むページ頻度を表し、sf(w)は単語 w を
含むサイト頻度を表す。

tfipfsf(w, p) = tf(w, p) · log |P |
pf(w)

· sf(w) (3)

6. Webページの構造分析

本研究では、Web ページに含まれるリンクの順序を最適化
することを考える。そこでページ内の構造分析を行い、どの箇
所について並び替えるのか、ユーザの興味を表す閲覧意図ベク
トルと比較するベクトルをどのように定義するか、などの分析
が必要である。Web ページの構造的な特徴を理解する必要が
ある。
6. 1 最適化の対象
本論文では、今回はグローバルナビゲーションのリンクの順

番を最適化をすることを目標とする。このとき、グローバルナ
ビゲーションのリンクの順番を並び替えることでレイアウトが
大きく崩れてしまう可能性がある。Webページには決められた
幅に大小様々なコンテンツが配置されているため、どのコンテ
ンツでも好きに並び替えることができるわけではない。例えば、
図 2のように幅が 800pxのページに 350pxと 450pxのコンテ
ンツ A、コンテンツ Bが並んでいて,下に同じように幅 600px

のコンテンツ C、200pxのコンテンツ Dが並んでいたとする。
仮に、コンテンツ Bとコンテンツ Cを並び替えることになっ
た場合、コンテンツ Bは最上段に出来た隙間に入ることができ
ないため、その下に配置される。また、コンテンツ Dも同じ理
由でコンテンツ Bの下に配置されることになり、下のレイアウ
トを大幅に崩してしまう。
この問題は、HTML の構造上の特徴を利用して解決する。

図 2のようなコンテンツは１つ１つを個別の要素として記述さ
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図 2 再配置をした例

れるため、配置される順序を安易に変えることは適切でない。
Web ページを構成する HTML は入れ子構造で記述されてお
り、並列する要素は同階層に記述されることが一般的である。
今回は < nav >というタグに注目し、そのタグの中のコンテン
ツに対して並び替えを行う。このタグの中の要素は、順序のな
いリストの要素が記述されることが一般的である。そのため、
コンテンツの並び替えによるレイアウトの崩れは起きにくい。
また、各コンテンツはタグの中に並列して記述されているため、
並び替えは容易に可能だと考えられる。
最適化を行うの箇所はグローバルナビゲーションの中の並列

するコンテンツ（アンカーリンク）間で行うが、ページ内でグ
ローバルナビゲーションを見つける必要がある。本手法では<

nav > のタグを用いる。このタグは、ナビゲーション部分を
マークアップするためのタグで、ページ構造をより簡潔に解釈
できるようになるためのものである。現状では HTML5は互換
性の関係上の問題であまり普及しているとは言えないが、今後
は普及してくることが予想される。本研究ではこのタグ内のコ
ンテンツに注目し、並び替えを行う。

7. Webページ最適化

並び替えを行う対象となるページ内のグローバルナビゲー
ションに含まれるリンク先のページに対して、閲覧意図ベクト
ルを作成した時と同じように、リンク先のページの名詞毎に
TF-IDF値を計算し、ページの特徴量を抽出する。各ページの
特徴量を特徴ベクトルとして定義する。このベクトルと 3.1で
求めたユーザの閲覧意図のベクトルを、コサイン類似度 (4)を
用いて類似度を計算する。
閲覧意図ベクトルと各ページの特徴ベクトルが類似している

と判断される場合は、類似していると判断されたページにリン
クするアンカーリンクを優先的に目のつきやすい左側に並び
替える。例えば、ユーザが電機製品の購入するためにページの
閲覧をしていた場合を考える。ページのナビゲーション部分に
「個人のお客様」、「法人のお客様」、「会社情報」、「製品情報」、
「採用情報」、「お問い合わせ」の６つのリンクがあり、この順
序で並んでいる場合、ユーザにとって興味があると考えられる



ページは「製品情報」のページである。よって図 3のように製
品情報を左に配置する。

cos(q, d) =

∑|V |
i=1

qi · di√∑|V |
i=1

q2i ·
√∑|V |

i=1
q2i

(4)

図 3 グローバルナビゲーションの最適化
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特徴ベクトル A 特徴ベクトル B特徴ベクトル A 特徴ベクトル C

グローバルナビゲーション

閲覧意図ベクトル

COS 類似度COS 類似度 COS 類似度

図 4 最適化のイメージ

8. 実 験

提案手法を利用して、ユーザの閲覧履歴から目的のページが
推定が可能かどうかの実験を行った。
8. 1 実験の概要、手順
被験者 6名に、「現在興味があるが複数のメーカーが存在する

ために選択に悩んでいるもの」というテーマを設定し、それぞ
れの興味があるものについてWebページをブラウジングして
もらった。時間による興味の減衰が考えられるため、閲覧時間
は５分間とした。比較するメーカーを全部で３社とし、その３
社のWebページから意図に基づいて自由に閲覧してもらった。
リアルタイムに解析するシステムは未実装であるため、被験

者の閲覧が終了したら、手動でブラウザの閲覧履歴から URL

を取得し、手法１と手法２に基づいて閲覧意図を計算し、ユー
ザの閲覧意図ベクトルを定義した。
その後、同業他社であるメーカーのWebページのグローバ

ルナビゲーションに含まれるリンク先のページの特徴ベクトル
を計算し、類似度を求めた。

8. 2 実 験 結 果
被験者６名のそれぞれの閲覧意図とその結果を記す。

被験者 A は AV 機器、パソコン・スマートフォン・タブレットの製品
情報の閲覧に興味があった (図 5)。

図 5 被験者 A の意図に基づいたグローバルナビゲーションのリンク
先のページに対する類似度

三菱電機　 http://www.mitsubishielectric.co.jp/

被験者 B はどんなパソコンがあるか、性能や特徴は何か、アクセサ
リーや使用できるアプリケーションはあるか、価格に興味があった (図
6)。

図 6 被験者 B の意図に基づいたグローバルナビゲーションのリンク
先のページに対する類似度

三菱電機　 http://www.mitsubishielectric.co.jp/

被験者 E はソフトテニスのラケットの購入を検討している
(図 9)。
被験者 Fは 10inch程度のタブレット 2in1ノートパソコンの

比較 (金額、スペック、レビュー)を行った (図 10)。
8. 3 実験の考察
本実験では、被験者の閲覧意図が製品の購入の検討や、ス

ペック比較であるため、基本的に製品情報に関わるグローバル
ナビゲーションのリンク先のページに類似する内容が記述され
ているものと考えられる。
被験者 Eについて、「PRODUCT」のページに対する類似度



被験者 C はスマホの購入を検討している (図 7)。

図 7 被験者 C の意図に基づいたグローバルナビゲーションのリンク
先のページに対する類似度

シャープ株式会社　 http://www.sharp.co.jp/

被験者 D はノートパソコンの購入を検討している (図 8)。

図 8 被験者 D の意図に基づいたグローバルナビゲーションのリンク
先のページに対する類似度

シャープ株式会社　 http://www.sharp.co.jp/

図 9 被験者 E の意図に基づいたグローバルナビゲーションのリンク
先のページに対する類似度

DUNLOP TENNIS NAVI 　
http://www.srixon-tennis.com/index1.html

図 10 被験者 Fの意図に基づいたグローバルナビゲーションのリンク
先のページに対する類似度

NTT ドコモ ホーム　 https://www.nttdocomo.co.jp/

はかなり高くなっている。しかし、全体を通して見てみると、
製品紹介がされていると思われるページの類似度はある程度高
いが、他のページの類似度と大きな差はない。すなわち、ユー
ザにとって興味のあるページの推定ができていない。また、手
法１と手法２を比較してもほとんど効果は得られなかった。
今回は閲覧意図ベクトルを全名詞を対象にして TF-IDF値を

計算して単語ごとの TF-IDF値の平均値を閲覧意図ベクトルと
し、類似度の計算を行ったが、ベクトル内の値が小さいものも
計算に使用していたたことも原因として考えられる。ベクトル
内で値が小さいが、意図とはかけ離れた多くの単語に対しても
類似度を考慮してしまったため、結果として、類似度が高い単
語が均等になってしまったと考えられる。ある一定の閾値を設
け、値が大きいものを類似度の計算に用いる必要があると考え
られる。
そこで、被験者 Aの閲覧履歴から TF-IDF法で取得した閲

覧意図ベクトルと、TF-IPF-SF 法で取得した閲覧意図ベクト
ルの上位 40件を表 2 に示す。閲覧意図ベクトルの次元の総数
は、閲覧したページに含まれる全ての単語であるため、全ての
単語を比較対象として類似度計算をしてしまうと、多くの値の
小さいベクトル値によって、類似度に差が現れない可能性があ
るため、閾値を設けベクトル値の大きい単語を利用する。
表 2を見ると、ベクトルに含まれる単語には、ほとんど違い

がないことがわかる。上位の単語は類似度に与える影響が大き
いため、手法１と手法２では大きな差が得られなかったと考え
られる。
また、閲覧意図ベクトルの中の単語を確認したところ、TF-

IPF-SF法では社名などのサイト特有の単語の排除には成功し
ている。
次に、閾値を設けた場合の類似度の変化を検証するため、通

常の手法２とグローバルナビゲーションに含まれるリンク先
ページの特徴ベクトルの上位 20件と閲覧意図ベクトル上位５
件の類似度を計算した。その結果を図 11に示す。
結論として、TF-IDF値と TF-IPF-SF値では類似度にほと

んど差は生まれなかった。原因として、サイト内のみでよく用



表 2 閲覧意図を表すベクトルの上位 40 件
閲覧意図ベクトル（TF-IDF 法） 閲覧意図ベクトル（TF-IPF-SF 法）

シャープ 製品
製品 情報
情報 商品
商品 スマート
フォン 日
携帯 こちら
電話 サイト
ソニー 月
ライン サービス
スマート タブレット
品 年

アップ 公式
フッタ 設定
こちら お知らせ
機 ページ

サイト 対応
サービス 紹介
年 キャンペーン
月 快適
日 こと

タブレット 入力
公式 購入
対応 無料
機種 ディスプレイ
ページ 環境
設定 コンテンツ
紹介 時

お知らせ 画面
こと 特長
会員 利用

パフォーマンス カメラ
時 モデル

キャンペーン 名
特長 液晶

ディスプレイ 家電
コンテンツ ガイド
利用 一覧
カメラ 用
購入 必要
販売 サポート

いられる単語は閲覧意図ベクトルから排除することはできたが、
それでも上位４０件のベクトルのにほとんど違いがなく、ペー
ジ間の類似度の差として現れなかったと考えられる。また、図
11 より、閾値を設けることで類似度に差が生まれることがわ
かる。閾値を適切に設けることで、閲覧意図の推定の精度を上
げることが期待できる。しかし、二分化されてしまい、複数の
ページがユーザの閲覧意図に類似する、という結果になった。
本手法では単語の出現頻度しか考慮しておらず、単語のつなが
りや流れを一切考慮していないため、ページの中に単語が並ん
でいるだけで重要なWebページであるかを判断している。こ
れも類似度が似通ってしまった原因だと考えられる。実際に図

図 11 2 種の閲覧意図ベクトルの比較

11を実例を示す。「個人のお客様」、「製品一覧」、「お問い合わ
せ」を見ると、すべて類似度としてみると同じくらいユーザの
意図と近いと判断できる。実際にページを見ると、「個人のお
客様」のページには個人用の家電や電子機器の紹介、「製品一
覧」のページには個人向け、法人向けと分けて製品の紹介をす
るコンテンツが並べられており、製品を購入する、という意図
がある場合に有効なページだと判断できる。被験者 Aの閲覧意
図は製品情報の閲覧であるため、この２つのページはユーザの
意図に近いと考察できる。一方、類似度は、「お問合わせ」の
ページが高いが、商品の一覧が表示されており、その製品につ
いて個別に対応、サポートの案内をするページである。今回は
製品情報の閲覧をする、という意図なのでユーザの意図とは異
なると考えられる。
ここで、三菱電機のサイトのグローバルナビゲーションに含

まれるページの特徴語上位２０件をまとめた表 3と閲覧意図ベ
クトルをまとめた 2を見ると、どちらにも上位に製品という単
語が並んでいる。今回の提案手法では単語レベルでの類似度を
計算するため、いずれのページもユーザの意図に近いことにな
る。確かにどのページも製品について記述されたページである
が、役割が異なるため、ユーザの意図と合うページとそうでな
いページの対応付けが必要である。



表 3 三菱電機のサイトのグローバルナビゲーションに含まれるペー
ジの特徴語上位２０件

個人のお客様 法人のお客様 企業情報 from me 製品一覧 お問い合わせ ニュースリリース
機 支社 情報 三菱電機 製品 製品 年
製品 地域 採用 エッセンス 向け ダウンロード 以下
家電 お客様 取組 テクノロジー 機 問い合わせ 日
たち 三菱電機 環境 五 個人 電話 月
終了 ページ 三菱電機 大陸 お客様 修理 名古屋
情報 エネルギー 企業 届け 法人 質問 局

三菱電機 別 家 広告 順 取扱 株式会社
機器 通信 投資 歴史 一覧 書 兼松
カー 利用 ページ うま 音 カタログ ニュース

キッチン 法人 会社 みなさま 三菱電機 三菱電機システムサービス 開発
器 製品 概要 やじ エネルギー 説明 通信
生産 事例 研究 わたし カー 購入 お知らせ
お客様 システム 経営 キー セキュリティー 株式会社 三菱電機
個人 サービス 開発 プロジェクト 器 登録 マイクロ
サイト 事業 グループ ユーザー サイト 情報 加熱
エアコン ビル 事業 南極 ページ サポート 市
コンテンツ 公共 インターンシップ 好奇 検索 フォーム 波
サポート 分野 決算 心 エアコン 品 発売
テレビ 有効 報告 本質 システム 三菱電機ライフネットワーク 発表
カーナビ 産業 グローバル 理解 こちら 動画 省エネ

9. ま と め

本研究では、ユーザーの閲覧意図を推定し、それを基に目的
の情報に類似するページのアンカーリンクをユーザーの目につ
きやすいように並び替えることによってページの最適化を図る
手法について基礎的な検討を行った。
今回は、閲覧したページのみを利用して意図推定を行ったが、

今後は時間経過による興味の減衰や、ページの階層を考慮した
意図推定のシステムの設計と評価を行っていく予定である。
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